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意 見 

要 約 

【分科会のテーマに関するもの】 

○新庁舎１階をピロティ化し、平常時は駐車場として、緊急時は避難場所等

として利用するとよい。 

○水害について、河川の氾濫や津波を想定した庁舎としてほしい。 

○マイクロアンテナ、ヘリポートの設置を検討してほしい。 

○向こう５０年を見越し、最新の機器を導入し、現状に即した建築方法とし

てほしい。 

○無電柱化を提案する。 

○災害時の電気復旧の点から、電気の引き込みを市役所専用にし、一般回線

と分離した方がよい。 

○備蓄スペースについて、避難してくるであろう市民の方もある程度は考慮

すべき。また、避難場所として、近隣の空きスペースの確認・把握もすべき。 

○原子力災害に対する対応策を検討してはどうか。（核シェルター建設等） 

 

【他の分科会のテーマに関するもの】 

○バスが回遊できるような仕組みを考えてほしい。 

○議場と全員協議会室を一体化し、委員会室等も含め、議会のスペースを有

効に活用し、避難場所等に活用すべき。 

○フリーアクセスを提案する。 

 

【その他】 

○千葉県白井市のように、旧庁舎を減築して市民に開放する等の再利用する

ことを提案する。 

○仮庁舎を建設し、敷地内をきれいにしてから建設するべき。北側に庁舎を

寄せないような配慮をお願いしたい。 

○仮庁舎建設費用と１万㎡から８千㎡に減築した際の建設費用の差額を比較

して、経済的にどちらに優位があるかを確認してほしい。構想ではある程度

の道筋が出ているが、比較した資料が見当たらない。 

○少しでも市民の負担が軽くなるように配慮をしてほしい。財政措置を受け

ることを前提に、期限厳守で順序良く進めてほしい。 
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○布田町近辺の水害対策についてお伺いしたい。前回の台風の時に水害の対

応をお願いしたが、場当たりの対応しかしてもらえない。 

○土砂災害危険区域の山際等に雨量計を設置し情報集約ができる仕組み等、

災害対策本部で有効活用できる情報を収集する仕組みを構築すべき。 

○原子力災害を含めた計画にすると、より時間がかかり、市民の理解を得ら

れないため、計画自体を延長する等の検討は行っているのか。 

○工事の発注について、大手ゼネコンでも地元業者でもよいが、工期が短縮

されるように配慮して発注すべき。 

○パブリックコメントを実施する前に市民説明会を実施すべき。 

○収納スペースを設け、さらにＩＴ等を駆使すれば１万㎡より小さくできる

のではないか。 

○策定委員会やＷＳメンバーは、過去５年程度で建設した庁舎を視察するべ

き。 

 


